
①
0 00

195

0

0

362

9

0.20

施策を構成する

事　務　事　業

評価結果

人件費 人工数

0.02

1,863

義務的
経常的
その他

0.04

☆☆☆☆☆
　～
☆

義務的

27

50

0.24

0.04

50

（平成21年度事業）

施策への
貢献度平成21年度

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

経費の
性 質

細　事　業

人工数

事務事業

Ａ ～ Ｅ
(高 ～ 低)

コード

04-01-03

農林水産課長

横山　雅一

0869-64-1831

作
成
者

役職

豊かな食を支えるまちづくり

371

時間6.0このシート作成に要した時間

施　策　名
（小項目）

水産業

対象と目的

氏名

電話

427 0.05

0 00

☆☆☆☆☆

事業費等（単位：千円，人）

平成19年度 平成20年度

35,000

人工数

0.07

人件費人件費

649

☆

その他

74

1,000

0.04
☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆

その他

人件費のみ

299

環境・生態系保全対策事業

もてなしの心とたくましさのあるまちづくり

単 市

県等への要望事務

漁業振興特別対策事業

単 市

50

事業分類

補 助

補 助

0

直　接
事業費

16,500

1,422

0.08

備　　前 　市 　施 　策 　評 　価 　シ 　ー 　ト

政策の体系
基本目標（大項目）

5,589基本施策（中項目）

0 00市内の漁業（日生町漁業協同組合101経営体・伊里漁業協同組合28経営体）や 関連する観光産業等の振興と漁業

東備地区広域漁場整備事業負担金

0.19

直　接
事業費

直　接
事業費

補 助

H21終了

15,000

599

2,2262,580 9,516

東部地区小型船舶安全協会負担金

⑥ 施策構成事務事業の評価

備前市総合計画の内容から記載する

・

・

・

・

・

・

0.00

93

0

単 市

100

950 50

00 0.04299

☆☆☆

観光漁業の推進

0.01 その他
☆☆☆

☆☆☆☆

0.01 その他

1,599

補 助

300.04単 市 29950

0.02150

224 0.03

0.42

栽培漁業・養殖業の支援事務

補 助

☆

0.09

0

その他

0.00

☆☆☆

☆

☆☆

0.01 人件費のみ

その他

0.44

人件費のみ

☆☆☆

0.01

0.0230 その他

H22終了

人件費のみ

☆☆☆☆☆

☆☆☆

その他

0.47

185

2,100

1,265

464

0.02

93

人件費のみ

☆☆☆☆

人件費のみ

経常的

☆☆☆

☆☆

213

0.00

0.03261

464 0.05

漁業経営担い手対策事業

水産資源の維持管理支援事業

対象と目的

37

漁業近代化資金利子補給金

単 市

単 市

単 市

675

930.02 122

0.00

0.01

0.001

73

24

0.01

0.00

0.03

0.01100

0 261

☆

☆☆☆

27

単 市

0 23150

その他

補 助

港勢調査等事務

75

資源管理型漁業の推進

漁業環境の回復・改善

単 市

法 定

東備水産振興協議会負担金

漁船保険補助金

0

990

単 市

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

栽培漁業・養殖漁業の振興

環境の整備

全国漁港漁場協会負担金

3,209

50

Ｃ

2,992単 市

0

2,700

223

100

0.02

0.01

150

450

0

0.00

0 46

サンバースフェスティバル・備前鰆祭

0.02頭島かた舟会館管理運営事業

日生うおじま会館管理運営事業

都市漁村交流支援事務

単 市

2,300

平成21年度

単 市

37

0.14

0.0193

0

平成20年度

(誰のために、何の
ために)

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

市内の漁業（日生町漁業協同組合101経営体・伊里漁業協同組合28経営体）や、関連する観光産業等の振興と漁業
従業者の生活の安定を図るとともに、新鮮な水産物を供給する。

漁業生産の基盤である沿岸漁業の整備開発を図るため、藻場・干潟の造成及び魚礁の設置等を行う。また、瀬戸内
海沿岸の関係漁協との連携による資源管理型漁業の推進や種苗放流の促進等、栽培漁業の効果的な推進に努める
ほか、多様化する消費者のニーズを踏まえ、市場機能の整備を含めた多様で高度な流通体系づくりを促進するととも
に、カキやサワラなどのブランド化に取り組み安定的な生産量の推進を図る。

現況と課題
②

施策展開
③

担い手の確保・育成

水産基盤整備事業 Ｂ

Ｃ
栽培養殖漁業資源回
復等対策事業

漁業災害対策資金利子補給補助金

平成19年度

185

水産施設協議事務

1,362

県栽培漁業負担金

0.04

75

単 市
0

0

119

0.40

0.01

55

240

104

790

3,615

111

1,300

3,958

0

56

0.03

☆☆☆

0.16

276 0.030

0

1,496

299

0.01

93

116

0

92 0.01

H21終了

9

224 0.03

その他

東部地区小型船舶安全協会負担金

漁場環境保全事業支援事務

0

968

0.05

0.01164

1

2

3

4 漁村地域活性化事業 Ｃ

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

H22

2.0

- 2.1

水産業は本市にとって重要な地場産業であるにもかかわらず、重要度が36位と低い。これは本事業が日生及び伊
里地区に限定されているため、他地区の市民の関心が低いのではないかと考えられる。

2.2

漁業資源の維持・増大を図る施策として、東備地区広域漁場整備事業の進捗率は妥当であると考えます。

この施策に費やした資源（単位：千円，人）

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

＜事業構成の適当性＞ 4

- 3.7

28,471

調査対象でない施策
は、市民の反応等

- 3.0

H19 H20

満足度（%）

2.0

1.3

評価

H21

3.1

4

項　　　目

実施主体 説明・期待される効果

平成21年度

1.39 22,727

平成20年度

漁港整備事業

調査年度

市内漁業や観光漁業の振興 漁業従事者の生活の安定等を図るための目的を達成する事業構成としては適当であると考えま

重要度（%）

調査結果に対するコメント、
市民の反応等 1

新規に必要な事業・連携が必要な事業

岡山県

岡山県 東備港整備事業

＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

日生町漁業協同組合は東備港日生港区内に位置している。

頭島・大多府・穂浪漁港

10,788 50,016

平成19年度

1.141.21 9,96710,466

H19

H20 H21
H22

-50

-30

-10

10

30

50

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

満
足
度

重要度

⑧ 施策の評価

⑦ ⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度 満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

％

％

％

ｔ

ｔ

％

％

％

％ 氏名

産業部長

竹林　幸一

成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

84.9

施策に対する成果指標名
評価年度

H21

－

目標

1,800

1,650

H23

H28

H20

56.3

73.0

参
考
指
標
①

64.8

ベンチマーク

達成率

1,900

養殖カキの生産量（むき身重
量）

2,174

80.7

1,231

62.0

69.8

1,800

東備地区広域漁場整備事業の早期完成を目指すため、国・県に強く要望すること。また、東備地区海洋牧場へと展開していく中で地域の
活性化などの経済効果に着目した効率的な利活用について、関係機関と協議を進める。

過年度実績

H19

1,800

81.6

100.0

－－

H21岡山県生産量　3,943ｔ
備前市の生産割合　2,164ｔ／3,943ｔ＝
54.88％120.8

ベンチマーク

実績

実績

－

目標 60.0参
考
指
標
②

サワラ稚魚の中間育成におけ
る歩留まり

56.0 62.0

60.0

103.3

55.0

101.8達成率

事業の進捗率

100.0

75.2

H22

58.3

75.2

H28

H22

2,164

120.2

サワラ放流尾数／サワラ受入尾数35.0
4 やや高い

＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？ 4

東備地区広域漁場整備事業など水産基盤整備事事業は、若干遅れているが着実に整備されていると考える。今後もカ
キを中心にした養殖業の確立を図り、漁業従事者の生産基盤の安定化を進めてください。

実績

4単
位

目標

東備地区広域漁場整備事業は県の継続事業として実施されているが、早期完成が望まれる。また、消費者のニーズが非常に高
いカキの生産量は、ほぼ定着していおり、施策の有効性は適当と考えます。

－

60.0

55.0

目標値

1,800

H28

3
＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？

89.1

55.0

役職

H23

H23

H22

市内漁業や観光漁業の振興、漁業従事者の生活の安定等を図るための目的を達成する事業構成としては適当であると考えま
す。

基本施策への
貢献度－

成
果
指
標

東備地区広域漁場整備事業

ベンチマーク

達成率

二次評価者コメント

翌年度（H23年度）取組目標

2

水産関係者が協働して水産資源の回復、限られた漁場と資源の維持等を図りながら自立した漁業者の育成、経営の安定を目指す。

本年度（H22年度）取組内容
（課 題 解 決 状 況）

⑤ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

％

－

H28

H23

H22

－

ベンチマ ク②
参
考
指
標
③

目標

実績

達成率

ベンチマーク

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低


